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主  な  内  容     ■    市・県民税の税制改正について ■  ■  環境／福祉
 　　　　　       ■    皆さんのご意見を募集します ■  心の広場
　　　　　        　　　　　        ■  ■  介護保険制度が変わります ■ ■  暮らしのアドバイス 相談　
　　　　　　     ■  ■  My Town Topics ■  ■  みんなの健康
　　　      　     ■  ■  情報ひろば ■    ふかやガーデニング情報

人  口 148,264（－  84）

男  性 74,051（－  59）

女  性 74,213（－  25）

世  帯  52,344（－ 　2）

平成 19年 1月 1 日現在（前月比）
（外国籍のかたも含みます）

深谷市の人口と世帯

まちづくりの基本姿勢はまごころと思いやり。それをかたちづくるのがユニバーサルデザインです

写真：福寿草
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組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

第
１
は
、
小
・
中
学
校
ト
イ
レ
の
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
で
す
。
成

長
期
の
児
童
・
生
徒
は
、
体
格
も
ま

ち
ま
ち
で
す
。
背
の
大
き
い
子
も
い

れ
ば
、
小
さ
い
子
も
い
ま
す
。
誰
に

と
っ
て
も
使
い
や
す
い
洗
面
台
に
す

る
た
め
、
高
さ
の
異
な
る
洗
面
台
を

併
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
車
い
す
利

用
者
も
使
え
る
よ
う
に
、
洗
面
台
の

下
に
は
収
納
を
設
け
ず
に
、
足
の
入

る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
ま
し
た
（

）。

深
谷
市
の
取
り
組
み
事
例

深
谷
市
の
取
り
組
み
事
例

深
谷
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考

え
方
を
尊
重
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

まちづくりの基本姿勢は、まごころと思いやり
それをかたちにするのがユニバーサルデザイン !!

　深谷小学校の 3年生は、『「見つめよう わたした
ちのまち」―いろいろな人の立場になって考えよ
う』というテーマで、平成 18 年度 2 学期の総合
的な学習の時間に取り組みました。
　最初の時間には、市職員が学校に行き、まごこ
ろ出張講座としてユニバーサルデザインの基本的
な考え方や深谷市の取り組みについて説明しまし
た。その後、子どもたちは市役所、駅、城址公園
などを見学したり、また、自分たちの興味・関心
に基づき、外国人、耳・目の不自由な人、お年寄
りなど、さまざまな立場の人の観点から、わたし
たちのまちの問題点や評価すべき点を発見しまし
た。最後の時間には、保護者や学習に協力してく
れたボランティアのかたなど大勢の前で、学習成
果を発表し、深谷市がより一層ユニバーサルデザ
インのまちづくりを進めていくためのポイントを
指摘しました。
　子どもたちの学習成果そのものも大変素晴らし
いものでしたが、何よりも他の人の立場に立って
物事を探求する姿勢が大変優れていました。

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

           深谷小学校　関
せき

根
ね

 千
ち

鶴
づ

子
こ

　先生
      

　深谷小学校の 3 年生では、相
手の立場に立って考え、思いや
りの心で接することのできる「心
のユニバーサルデザイン」を目

指し、このテーマを設定しました。
　子どもたちは、深谷市で推進しているユニバー
サルデザインについて調べ、さらに深めるために
6つの課題別グループに分かれ、施設見学や体験
学習、そして福祉ボランティアのかたがたからお
話をお伺いし、学習を進めてきました。
　この学習を通して、生活をする中でたくさんの
ユニバーサルデザインがあることに気付き、自分
中心に物事を考えていた子どもたちも周りの人々
に目を向け、「どの人も同じように生活できるよ
うに工夫しているんだな」「困っている人を見掛
けたら手助けしよう」という思いが持てるように
なりました。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
っ
て
な
に
？

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
っ
て
な
に
？

シ
ャ
ン
プ
ー
と
リ
ン
ス
の
ボ
ト
ル
は
よ
く

似
て
い
ま
す
。
頭
を
洗
っ
て
い
る
と
、

目
を
開
け
ら
れ
ず
、
な
か
な
か
区
別
が
つ
き
ま

せ
ん
。
し
か
し
、シ
ャ
ン
プ
ー
の
ボ
ト
ル
に
は
、

上
の
部
分
と
横
の
部
分
に
ギ
ザ
ギ
ザ
が
付
い

て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
目
を
開
け
な

く
て
も
両
者
の
区
別
が
つ
き
ま
す
（
次
ペ
ー
ジ

）。
も
ち
ろ
ん
、
目
の
不
自
由
な
人
も
、
触
っ

て
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ド
ア
ノ
ブ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
形
の
も
の
が

あ
り
ま
す
。
丸
い
形
で
握
っ
て
回
す
タ

イ
プ
の
も
の
（

）
だ
と
、
両
手
が
ふ
さ
が
っ

て
い
る
時
な
ど
は
、
ド
ア
を
開
け
る
の
が
と

て
も
大
変
で
す
。
し
か
し
、
ハ
ン
ド
ル
タ
イ

プ
の
も
の
（

）
な
ら
、
た
と
え
両
手
が
ふ

さ
が
っ
て
い
て
も
、
ひ
じ
な
ど
を
使
っ
て
ド

ア
を
開
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
手
先
を
け

が
し
て
い
た
り
、
握
力
の
弱
い
人
な
ど
で
も
、

ド
ア
が
開
け
や
す
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

は
、
一
部
の
人
だ
け
で
な
く
、
誰
も
が
使
い
や

す
さ
や
快
適
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
あ
ら
か
じ
め
製
品
や
施
設
な
ど
の
目
に
見

え
る
も
の
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ス
テ
ム
な
ど

の
目
に
見
え
な
い
も
の
ま
で
を
設
計
・

計
画
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
で
す
。

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
特
定
の
人
だ

け
を
対
象
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、

自
分
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
人
に
優
し

く
あ
ろ
う
と
す
る
考
え
方
な
の
で
す
。

深谷小学校でのユニバーサルデザインの学習風景
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　市では、ユニバーサルデザインを広く市
民の皆さんに知っていただくため、ユニバー
サルデザイン講演会を開催します。
　今年度の講師は、㈱ユーディット代表取
締役社長の関

せき

根
ね

千
ち

佳
か

さんで、「なぜ深谷にユ
ニバーサルデザインが必要か？」というテー
マで、初心者の人にも分かりやすく、ご自
身の経験を交えながらお話しくださいます。
　なお、本特集でも取り上げた、深谷小学校
の児童と先生による学習成果の発表も併せて
行います。ぜひお気軽にご参加ください。
※参加者には、もれなくユニバーサルデザ
イングッズを差し上げます
●とき　2 月 20 日㈫午後 1 時 30 分開場、
午後 2時開演
●ところ　深谷生涯学習センター・深谷公
民館大会議室
●参加料・定員　無料・200 人
●申し込み　不要
●その他　手話通訳、託児を行います。託
児をご希望のかたは、2 月 14 日㈬まで
に政策推進課にお申し込みください
●問い合わせ　政策推進課（☎ 574 －
8096）へ

　まごころ出張講座とは、市が市政に関す
る講座メニューを用意し、市民の皆さんの
ご要望に応じて市職員が指定の場所に出張
し、講座を実施するものです。講座メニュー
の 1つとして、ユニバーサルデザインにつ
いての講座を実施し、市のユニバーサルデ
ザインの取り組みについて紹介しています。
●開催時間　午前 9時～午後 8時 30 分まで
の1時間30分以内(祝日・年末年始を除く）

●申し込み　講座を開催しようとする日の
1か月前までに、申込書を秘書室へ提出
●問い合わせ　秘書室（☎ 574 － 6631）へ

4

し
、
そ
れ
ら
を
解
消
す
る
た
め
の
方

針
や
方
策
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

　

検
討
結
果
に
基
づ
き
具
体
的
に
は
、

JR
深
谷
駅
構
内
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

設
置
し
た
り
、
歩
道
の
整
備
な
ど
を

進
め
て
い
ま
す
。
な
お
、
歩
道
と
車

道
の
交
差
部
分
に
は
、
通
常
２
cm
の

段
差
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
視
覚

障
害
者
に
は
、
歩
道
と
車
道
を
区
別

す
る
た
め
に
必
要
で
あ
り
、
車
い
す

や
ベ
ビ
ー
カ
ー
利
用
者
に
と
っ
て
は

バ
リ
ア
と
な
る
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、

深
谷
市
で
は
段
差
あ
り
と
段
差
な
し

の
両
方
を
併
設
す
る
「
深
谷
方
式
」

を
考
案
し
、
採
用
し
て
い
ま
す
。

秩
父
鉄
道
明
戸
駅
の

秩
父
鉄
道
明
戸
駅
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

「
あ
と
１
年
し
か
な
い
学
校
生
活
を
、

自
立
を
目
指
せ
る
よ
う
に
し
て
や
り

た
い
親
の
願
い
と
し
て
聞
い
て
く
だ

さ
い
」。
熊
谷
養
護
学
校
に
通
う
子

を
持
つ
母
か
ら
の
１
通
の
手
紙
が
市

長
あ
て
に
届
き
ま
し
た
。

　

手
紙
の
内
容
は
、「
車
い
す
を
利

用
す
る
わ
が
子
が
自
立
を
目
指
し
、

自
宅
か
ら
熊
谷
養
護
学
校
ま
で
一
人

で
通
学
を
し
た
い
の
だ
け
れ
ど
も
、

学
校
の
最
寄
り
駅
で
あ
る
明
戸
駅
に

ス
ロ
ー
プ
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
一
人
で
の
通
学
が
か
な
い
ま
せ

ん
。
ど
う
か
市
で
も
お
力
添
え
く
だ

さ
い
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
早
速
手
紙
の
内

容
を
秩
父
鉄
道
に
話
し
た
と
こ
ろ
、

秩
父
鉄
道
側
も
事
情
を
快
く
了
解
。

今
月
中
に
は
明
戸
駅
に
ス
ロ
ー
プ
が

完
成
す
る
予
定
で
す
。

　

今
回
の
取
り
組
み
は
、
こ
れ
か
ら

続
く
熊
谷
養
護
学
校
の
下
級
生
の
た

め
に
も
大
き
な
成
果
で
あ
り
、
深
谷

市
が
ま
た
一
歩
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
ま
ち
に
近
づ
い
た
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

み
で
す
が
、
車
い
す
利
用
者
の
か
た

も
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
足
の
入
る

ス
ペ
ー
ス
の
あ
る
も
の
を
設
置
し
ま

し
た
（

）。
ま
た
、
小
さ
い
子
か

ら
大
人
ま
で
誰
も
が
座
り
や
す
い
よ

う
に
、
座
面
の
高
さ
を
選
ん
で
座
れ

る
ベ
ン
チ
も
設
置
し
ま
し
た
（

）。

さ
ら
に
、
車
い
す
利
用
者
も
、
花
に

触
れ
、
香
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
花
の
植
え
て
あ
る
位
置
を

高
く
し
、
テ
ー
ブ
ル
状
に
し
た
「
レ

イ
ズ
ド
ベ
ッ
ド
花
壇
」
を
設
置
し
ま

し
た
（

）。
た
だ
誰
で
も
使
え
れ

ば
よ
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
心
の

癒
や
し
に
通
ず
る
部
分
ま
で
、
等

し
く
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
よ
う
と
努

め
る
点
が
、
深
谷
市
に
お
け
る
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
一
つ
の
特
性

で
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

第
４
は
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基

本
構
想
の
策
定
で
す
。
こ
れ
は
、
JR

深
谷
駅
周
辺
を
誰
も
が
円
滑
に
移
動

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
構
想
で
、

平
成
15
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
高
齢
者
や
身

体
障
害
者
を
含
む
市
民
で
構
成
す
る

市
民
バ
リ
ア
フ
リ
ー
検
討
会
を
組
織

し
、
実
際
に
ま
ち
の
中
を
歩
い
て
、

移
動
の
バ
リ
ア
と
な
る
個
所
を
確
認

　

第
２
は
、
市
役
所
本
庁
舎
の
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
で
す
。
赤

ち
ゃ
ん
を
抱
き
な
が
ら
申
請
書
に
記

入
す
る
の
は
、
な
か
な
か
大
変
で
す
。

そ
こ
で
、
ベ
ビ
ー
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー

（

）
と
い
う
赤
ち
ゃ
ん
を
自
分
の
そ

ば
に
置
い
て
書
類
の
記
入
が
で
き
る

器
具
を
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
筆
談
が
可
能
で
あ

る
こ
と
を
示
す
案
内
表
示
（

）
も

カ
ウ
ン
タ
ー
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

耳
が
不
自
由
な
か
た
も
、
こ
の
案
内

表
示
を
指
し
て
く
だ
さ
れ
ば
、
職
員

と
筆
談
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

車
い
す
利
用
者
、
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
の

人
、
男
性
・
女
性
、
妊
婦
、
お
年
寄

り
の
人
な
ど
、
誰
も
が
使
い
や
す
い

よ
う
に
設
計
さ
れ
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ト
イ
レ
（

）
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

第
３
は
、
城
址
公
園
の
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
で
す
。
城
址
公
園

の
名
に
ち
な
み
、
以
前
は
公
園
内
に

お
堀
が
張
り
巡
ら
さ
れ
、
段
差
も
多

い
公
園
で
し
た
。
小
さ
い
子
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
多
く
の
人
が
集
ま
る
場

所
で
す
か
ら
、
こ
こ
も
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
で
改
修
を
行

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
水
飲

はじまりは
　　母の愛にあふれる
　　　　１通の手紙だった…

●問い合わせ　政策推進課（☎ 574 － 8096）へ

↘
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（１）所得割の税率が一律10％になります
　国の三位一体改革に伴う税源移譲により、国の所得税と地方の市・県民税の税配分が変わります。
　これに伴い、市・県民税（均等割＋所得割）のうち、所得割の税率が下表の通り改正されます。
　この改正と併せて、所得税の税率も改正されますが、税源の移し替えが目的のため、市・県民税と所得税の税
負担の総額は基本的には変わらないようになっています。

改　正　前

→

改　正　後
課税所得金額 市民税 県民税 合計 課税所得金額 市民税 県民税 合計

200万円以下 3%
2%

5%
一律 6% 4% 10%200 万円超　700万円以下 8% 10%

700 万円超 10% 3% 13%

（２）調整控除が創設されます
　市・県民税と所得税では、扶養控除や配偶者控除などの人的控除額に差があります。従って、同じ収入金額でも、
市・県民税の課税所得は所得税よりも多くなっていますので、市・県民税の税率を５％から10％に引き上げた場合、
所得税の税率を引き下げただけでは税負担が増えてしまうことになります。このため、個々の納税者の人的控除の
適用状況に応じて、市・県民税を以下の通り所得割額から減額することによって、納税者の税負担が変わらないよ
う調整するものです。
①市・県民税の課税所得金額が200万円以下のかた　･･･　次のいずれか少ない金額の５％
　（ア）人的控除額の差の合計額　　（イ）市・県民税の課税所得金額
②市・県民税の課税所得金額が200万円超のかた
　｛人的控除額の差の合計額　－（市・県民税の課税所得金額－200万円）｝の５％
　※ただし、この額が 2,500 円未満の場合は、2,500 円です
　市・県民税と所得税の人的控除額の差の一例

市・県民税 所得税 差 市・県民税 所得税 差
基礎控除 33 万円 38万円 5万円 扶養控除 33 万円 38万円 5万円
配偶者控除 33 万円 38万円 5万円 特定扶養控除 45 万円 63万円 18万円

（３）定率減税が廃止されます
　平成17年度までは、市・県民税所得割額から15％相当額（限度額４万円）、平成18年度は、7.5％相当額（限
度額２万円）が減税されていましたが、平成19年度からこの定率減税が廃止されます。

（４）老年者非課税措置が廃止されましたが、経過措置が講じられています
　平成17年１月１日現在、65歳以上のかた（昭和15年１月２日以前に生まれたかた）で、前年の合計所得金額
が125万円以下のかたは、平成17年度までは市・県民税が非課税でしたが、平成18年度からこの措置が廃止さ
れています。ただし、急激な税負担を緩和するため、下表の経過措置が講じられています。

区分 平成 17年度まで 平成 18年度 平成 19年度 平成 20年度以降

市民税 非課税 均等割　1,000 円
所得割　1/3 を課税

均等割　2,000 円
所得割　2/3 を課税

均等割　3,000 円
所得割　全額課税

県民税 非課税 均等割　300円
所得割　1/3 を課税

均等割　600円
所得割　2/3 を課税

均等割　1,000 円
所得割　全額課税

■市・県民税は、均等割・所得割それぞれに非課税限度額が設けられています
　前年の合計所得金額が下表の金額以下であれば、非課税となります。

扶養している人がいない場合 扶養している人がいる場合

均等割非課税限度額 所得：28万円
（給与収入： 93 万円） すべてのかた

28万円×（扶養人数 +1）
+16.8 万円（年金収入： 98 万円） 65歳未満のかた

（年金収入：148万円） 65歳以上のかた

所得割非課税限度額 所得：35万円
（給与収入：100万円） すべてのかた

35万円×（扶養人数 +1）
+32万円（年金収入：105万円） 65歳未満のかた

（年金収入：155万円） 65歳以上のかた

　また、障害者・未成年者・寡婦または寡夫のかたで、前年の合計所得金額が 125万円以下のかたは、市・県民
税が非課税となります。
■問い合わせ　市民税課（☎ 574ー6637）、岡部税務課（☎ 585ー2215）、川本税務課（☎ 583ー2782）、
花園税務課（☎ 584ー1124）へ
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■ 

市
・
県
民
税
申
告
相
談
・
説
明
会
の
日
程
は
、
広
報
ふ
か
や
１
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
公
民
館
で
も
日
程
表
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

大
里
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会
で

は
、
次
代
を
担
う
中
学
生
・
高
校
生
に
、

毎
年
「
税
に
関
す
る
標
語
・
作
文
」
を

募
集
し
、
優
れ
た
作
品
の
表
彰
を
行
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
11
月
に
、
熊
谷
文
化

創
造
館
さ
く
ら
め
い
と
で
、
次
の
か
た

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
紹

介
し
ま
す
（
敬
称
略
）。

【
税
標
語
の
部
】

■
関
東
信
越
国
税
局
長
賞
佳
作

・
脱
税
を　

し
な
い
さ
せ
な
い

ゆ
る
さ
な
い

　

花
園
中
学
校
２
年　

吉よ
し

野の

巧た
く

弥や

■
熊
谷
税
務
署
長
賞

・
正
し
い
申
告　

き
っ
ち
り
納
税

明
る
い
未
来
へ

　

幡
羅
中
学
校
２
年　

高た
か

田だ

紗さ

希き

・
大
切
な　

税
で
守
ろ
う

日
本
の
未
来

　

幡
羅
中
学
校
１
年　

川か
わ

尻し
り

綾あ
や

香か

■
大
里
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長

賞
・
税
金
は　

明
日
の
日
本
の　

栄
養
素

　

岡
部
中
学
校
２
年　

伊い

藤と
う

駿し
ゅ
ん

・
税
の
種　

ま
い
て
安
心咲

か
せ
る
幸
福

　

上
柴
中
学
校
３
年　

中な
か

村む
ら

有あ
り

沙さ

■
埼
玉
県
熊
谷
県
税
事
務
所
長
賞

・
こ
の
税
が　

社
会
を
支
え
る

明
る
い
未
来

　

深
谷
中
学
校
２
年　

佐さ

野の

志し

織お
り

・
税
金
は　

み
ん
な
の
く
ら
し
の

役
に
立
つ

　

明
戸
中
学
校
１
年　

風か
ざ

間ま

み
ず
ほ

■
深
谷
市
長
賞

・
人
々
の　

暮
ら
し
の
中
に

生
き
る
税

　

豊
里
中
学
校
３
年　

若わ
か

井い

美み

和わ

・
税
金
で　

豊
か
で
き
れ
い
な街

づ
く
り

　

藤
沢
中
学
校
３
年　

大お
お

谷た
に

友ゆ

美み

■
深
谷
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

・
税
金
は　

明
る
い
社
会
の基

礎
づ
く
り

　

岡
部
中
学
校
３
年　

四し

之の

宮み
や

創は
じ
め

・
消
費
税　

私
も
立
派
な　

納
税
者

　

上
柴
中
学
校
１
年　

三み

木き

志し

織お
り

■
熊
谷
国
税
モ
ニ
タ
ー
会
長
賞

・
消
費
税　

私
た
ち
に
で
き
る

第
一
歩

　

川
本
中
学
校
３
年　

関せ
き

根ね

美み

貴き

・
そ
の
税
金　

あ
な
た
の
た
め
と

　

国
の
た
め

　

南
中
学
校
３
年　
　

関せ
き

口ぐ
ち

茜あ
か
ね

【
税
作
文
の
部
】

高
校
生
の
部

■
熊
谷
税
務
署
長
賞

・｢

税
の
大
切
さ
」

　

東
京
成
徳
大
学
深
谷
高
等
学
校
１
年

長は

谷せ

川が
わ

雄ゆ
う

平へ
い　

■
大
里
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長

賞
・「
高
校
生
の
税
に
対
す
る
考
え
方
」

　

東
京
成
徳
大
学
深
谷
高
等
学
校
１
年

島し
ま

田だ

勝ま
さ

洋ひ
ろ　

　

中
学
生
の
部

■
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞

・「
今
後
の
税
の
行
方
」

　

藤
沢
中
学
校
３
年　

向む
か

井い

瑞み
ず

紀き

■
埼
玉
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
優

秀
賞

・「
税
の
今
後
の
課
題
」

　

藤
沢
中
学
校
１
年　

嶋し
ま

村む
ら

実み

香か

・「
税
の
あ
り
が
た
さ
」

　

花
園
中
学
校
３
年　

森も
り

谷や

優ゆ

菜な

■
熊
谷
税
務
署
長
賞

・「
こ
れ
か
ら
の
税
金
」

　

幡
羅
中
学
校
３
年　

平ひ
ら

沼ぬ
ま

あ
り
さ

■
関
東
信
越
税
理
士
会
熊
谷
支
部
長
賞

・「
わ
た
し
た
ち
の
税
金
」

　

幡
羅
中
学
校
３
年　

緒お

形が
た

沙さ

樹き

■
熊
谷
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
優
秀
賞

・「
ね
ず
み
と
税
金
」

　

深
谷
中
学
校
３
年　

内う
ち

野の

朋と
も

子こ

・「
安
全
で
豊
か
な
暮
ら
し
」

　

南
中
学
校
３
年　
　

落お
ち

合あ
い

恵え

理り

・「
僕
達
の
暮
ら
し
と
税
金
」

　

川
本
中
学
校
３
年　

小こ

池い
け

洋よ
う

平へ
い

・「
税
金
に
感
謝
」

　

花
園
中
学
校
３
年　

萩は
ぎ

原わ
ら

胡く
る
み桃

・「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
偶
然
と
運
命
」

　

南
中
学
校
３
年　
　

中な
か

山や
ま

理り

紗さ

・「
税
と
い
う
約
束
」

　

豊
里
中
学
校
２
年　

川か
わ

田た

琴こ
と

音ね

・「
未
来
と
税
金
」

　

豊
里
中
学
校
３
年　

荻お
ぎ

野の

恵め
ぐ

実み

・「
税
金
は
笑
顔
を
つ
く
る
も
と
」

　

明
戸
中
学
校
３
年　

浦う
ら

山や
ま

沙さ

也や

果か

■
熊
谷
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
佳
作

・「
あ
な
た
が
主
役
」

　

深
谷
中
学
校
３
年　

正し
ょ
う

田だ

友ゆ

里り

奈な

・「
税
金
の
大
切
さ
」

　

岡
部
中
学
校
３
年　

金か
な

井い

大だ
い

樹き

・「
税
に
つ
い
て
」

　

深
谷
中
学
校
３
年　

酒さ
か

井い

美み

咲さ
き

■
国
税
モ
ニ
タ
ー
会
長
学
校
賞

　

藤
沢
中
学
校

　

豊
里
中
学
校

■
租
税
教
育
推
進
校
等
表
彰　

税
務
署

長
表
彰
校

　

花
園
中
学
校

問
い
合
わ
せ　

市
民
税
課
（
☎
５
７
４

－

６
６
３
７
）
へ
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　市では、障害者自立支援法の施行に伴い、平成 18年度中に「（仮称）深谷市障害者プラン」を
策定することとしています。計画策定に当たり、市民の皆さんから広く意見を伺い、頂いた意見
を参考に「（仮称）深谷市障害者プラン」を策定したいと考えております。
意見募集期間　２月下旬から３月上旬まで（予定）
意見募集対象　（仮称）深谷市障害者プラン（案）

市役所本庁舎１階市政情報コーナー、障害福祉課、各総合支所福祉健康課、各
公民館または、市ホームページ（ http://www.city.fukaya.saitama.jp）か
らご覧ください

応募資格　市内に在住・在勤・在学しているかた
意見の提出方法　所定の用紙に、住所、氏名、連絡先（電話番号など）を明記し、障害福祉課あて（各
総合支所福祉健康課でも可）に郵送、ファックス、電子メールまたは直接提出してください
※意見提出用の用紙は、市役所本庁舎１階市政情報コーナー、障害福祉課、各総合支所福祉健
康課、各公民館に用意してあるほか、市ホームページからダウンロードできます

提出された意見の取り扱い　
①住所、氏名の記載の無い場合は、提出意見として取り扱わない場合もあります
②提出された意見に対する個別回答は致しかねますのでご了承ください
③意見を提出されたかたの個人情報は、この意見募集の目的以外に使用いたしません

問い合わせと提出先　
障 害 福 祉 課（ 〠 366‐8501 深 谷 市 仲 町 11 ｰ 1・ ☎ 571‐1011・ 574‐6667
　　　　　　 syougai@city.fukaya.saitama.jp）

　市では、国の「第８次交通安全基本計画」および「第８次埼玉県交通安全計画」の規程に基づき、
市民の皆さんを交通事故から守るため、「第８次深谷市交通安全計画」の策定を進めています。こ
のたび、「第８次深谷市交通安全計画」の原案を作成しましたので、市民の皆さんから広く意見を
伺い、頂いた意見を参考に「第８次深谷市交通安全計画」を策定したいと考えております。
意見募集期間　２月１日㈭～３月２日㈮まで（必着）
意見募集対象　第８次深谷市交通安全計画（案）

市役所本庁舎１階市政情報コーナー、生活道路パトロール課、各総合支所総務課、
または、市ホームページ（ http://www.city.fukaya.saitama.jp）からご覧
ください

応募資格　市内に在住・在勤・在学しているかた
意見の提出方法　所定の用紙に、住所、氏名、連絡先（電話番号など）を明記し、生活道路パト
ロール課あてに郵送、ファックス、電子メールまたは直接提出してください
※意見提出用の用紙は、市役所本庁舎１階市政情報コーナー、生活道路パトロール課および各
総合支所総務課に用意してあるほか、市ホームページからダウンロードできます

提出された意見の取り扱い　
①住所、氏名の記載の無い場合は、提出意見として取り扱わない場合もあります
②提出された意見に対する個別回答は致しかねますのでご了承ください
③意見を提出されたかたの個人情報は、この意見募集の目的以外に使用いたしません

問い合わせと提出先　
生活道路パトロール課（〠 366‐8501 深谷市仲町 11‐1・深谷市役所北別館２階・☎ 574‐
　　　　　　　　　　8861・ 571‐1092・ seipato@city.fukaya.saitama.jp）

　

市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

の
た
め
、
転
入
・
転
出
が
集
中
す
る

時
期
に
合
わ
せ
て
、
本
庁
舎
１
階
お

よ
び
２
階
の
一
部
と
、
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
の
窓
口
を
日
曜
日
に
臨

時
開
庁
し
ま
す
。

　

な
お
、今
回
か
ら
福
祉
課
窓
口
は
、

開
庁
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
学
校
教
育
課
の
業
務
は
、

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
転

入
学
の
相
談
・
受
け
付
け
と
な
り
ま

す
。
相
談
な
ど
が
あ
る
か
た
は
、
事

前
に
学
校
教
育
課
（
☎
５
７
２
ー

９
５
７
８
）
へ
電
話
連
絡
を
し
て
く

だ
さ
い
。

業
務
の
内
容
に
よ
り
、
他
の
機
関

と
の
調
整
が
必
要
な
も
の
な
ど
、
一

部
取
り
扱
え
な
い
業
務
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

経
営
管
理
課
（
☎

５
７
４
ー
６
６
３
６
）
へ

３月 18日 ㈰
　　 25 日 ㈰
４月  １日 ㈰　

午前８時 30分～午後５時 15分

市 民 課
保 険 年 金 課
障 害 福 祉 課
長 寿 福 祉 課
児 童 課

市 民 税 課
資 産 税 課
収 税 課

学 校 教 育 課

１階

２階

２階

本庁舎

教育庁舎

開
庁
日

開
庁
窓
口

　

学
校
給
食
費
の
改
定

ー
平
成
19
年
４
月
か
ら
ー

現
在
、
市
内
小
・
中
学
校
の
学
校

給
食
費
は
、
深
谷
・
岡
部
・
川
本
・

花
園
地
区
で
異
な
っ
て
お
り
、
市
に

お
け
る
一
体
性
や
負
担
の
公
平
性
を

確
保
す
る
た
め
、
４
月
か
ら
下
表
の

通
り
改
定
し
ま
す
。

今
回
の
改
定
で
は
、
特
に
深
谷
地

区
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
深
谷
地
区
の
改
定
は
、
平
成
２

年
以
来
、
17
年
ぶ
り
で
、
こ
の
間

に
物
価
や
消
費
税
の
上
昇
、
米
・
牛

乳
の
国
庫
補
助
金
の
廃
止
な
ど
が
あ

り
、
安
定
し
た
学
校
給
食
の
運
営
が

大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
て
の
改
定
で
す
。

保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い

た
だ
く
学
校
給
食
費
は
、
す
べ
て
食

材
料
費
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
安
全

で
お
い
し
く
魅
力
あ
る
学
校
給
食
が

提
供
で
き
る
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課
（
☎

５
７
４
ー
５
８
１
１
）
へ

学 校 給 食 費 の 改 定 内 容
中　学　校

増減額

３００円

△６００円

△２００円

△１００円

※ 年間の支払月数は 11か月です

月　　額

改定後

４，５００円

改定前

４，２００円

５，１００円

４，７００円

４，６００円

小　学　校

増減額

４００円

△４００円

ー

１００円

月　　額

改定後

３，８００円

改定前

３，４００円

４，２００円

３，８００円

３，７００円

区　　分

深谷地区

岡部地区

川本地区

花園地区
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問い合わせ　
大里広域市町村圏組合介護保険課   　　（☎５０１－１３３０）
長寿福祉課【深谷介護保険事務所】　　（☎５７４－８５４４）
岡部福祉健康課【岡部介護保険事務所】（☎５８５－２２１４）
川本福祉健康課【川本介護保険事務所】（☎５８３－２５３２）
花園福祉健康課【花園介護保険事務所】（☎５８４－１１２３）

要
介
護
認
定
区
分
が
変
わ
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
の
区
分
は
、
経
過
的
要

介
護
、
要
介
護
１
〜
５
の
６
区
分
で

し
た
が
、
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に

よ
り
、
要
支
援
１
と
２
、
要
介
護
１

〜
５
の
７
区
分
と
な
り
ま
す
。

新
し
い
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定

の
開
始
時
期

新
規
ま
た
は
変
更
申
請
を
す
る
か
た

＝
４
月
１
日
以
降
に
申
請
さ
れ
た

か
た
か
ら
適
用

認
定
の
更
新
を
す
る
か
た
＝
認
定
有

効
期
間
が
３
月
31
日
で
満
了
と
な

る
か
た
か
ら
適
用

予
防
給
付
サ
ー
ビ
ス
の
開
始

「
要
支
援
１
」、「
要
支
援
２
」
の

認
定
を
受
け
た
か
た
は
、
身
体
な
ど

の
状
態
の
維
持
や
改
善
を
図
る
た

め
の
予
防
給
付
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
ま
す
。

は
介
護
や
支
援
が
必
要
と
な
る
恐

れ
の
あ
る
か
た
は
、
通
所
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
利
用
で
き
ま

す
。

介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成

　
「
要
支
援
１
」、「
要
支
援
２
」
の

認
定
を
受
け
た
か
た
が
予
防
給
付
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
場
合
や
、
要
介
護

（
要
支
援
）
認
定
結
果
が
「
非
該
当
」

と
な
ら
れ
た
か
た
、
ま
た
は
介
護
や

な
お
、現
在
「
経
過
的
要
介
護
（
要

支
援
）」、「
要
介
護
１
」
の
認
定
を

受
け
て
い
る
か
た
は
、
認
定
の
有
効

期
間
満
了
日
ま
で
、
現
在
受
け
て
い

る
サ
ー
ビ
ス
を
引
き
続
き
利
用
で

き
ま
す
。

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
（
地
域
支
援
事

業
）
の
開
始

要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
結
果
が

「
非
該
当
」
と
な
っ
た
か
た
、
ま
た

利用可能サービス

要介護１～５

介護給付サービス

要支援１，要支援２

予防給付サービス

非該当

介護予防サービス
（地域支援事業）

※現行の「要介護１」のかたは、要介護（要支援）認定結果に基
　づき、介護給付サービス、予防給付サービスのいずれかの利用
　となります

４月から

要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

要介護１

要支援２

要支援１

非該当

現　行

要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

要介護１

経過的要介護

（要支援）

非該当

支
援
が
必
要
と
な
る
恐
れ
の
あ
る
か

た
が
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
（
地
域
支

援
事
業
）
を
利
用
す
る
場
合
は
、
４

月
に
新
設
さ
れ
る
「
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
が
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ

ン
を
作
成
し
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
調

整
な
ど
を
行
い
ま
す
（
現
在
、
担
当

の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
介
護
予
防
ケ

ア
プ
ラ
ン
の
作
成
、
サ
ー
ビ
ス
利
用

の
調
整
な
ど
を
引
き
続
き
行
う
場
合

も
あ
り
ま
す
）。

※
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
長
寿
福

祉
課
、各
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
、

ま
た
は
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い　

４
月
か
ら
、
介
護
予
防
の
総
合
拠

点
と
し
て
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
」
を
新
設
し
ま
す
。

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と

は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
生
き
生
き
と
生
活
を
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
介
護
予
防
を
は
じ

め
と
す
る
高
齢
者
へ
の
総
合
的
な
相

談
、
支
援
を
行
う
拠
点
で
す
。
セ
ン

タ
ー
の
詳
細
と
主
な
業
務
に
つ
い
て

は
、
下
記
、
下
表
の
通
り
で
す
。

●
総
合
相
談
・
支
援

す
べ
て
の
高
齢
者
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
介

護
保
険
だ
け
で
な
く
、
健
康
、
介
護
、

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
相
談

に
応
じ
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
や
地
域

資
源
を
利
用
し
た
総
合
的
な
支
援
を

（要支援１・２のかた）

　要介護状態が軽く、心身機能が改善する可能性

が高いかたなどが受けられるサービス。

　運動器の機能向上や栄養改善、口腔機能の向上

などを目的としたものです。　

（要介護１～５のかた）

　住み慣れた地域で自立した生活を継続できるよ

う支援するために、さまざまな介護サービスを提

供します。

　介護保険の対象にはならないが、生活機能の低

下しているかたや、将来的に介護が必要となる恐

れのあるかた（虚弱高齢者）を対象とするサービ

ス。

　通所サービスを中心に運動器の機能向上や栄養

改善、口腔機能の向上など介護予防を目的とした

ものです。

地域包括支援センターと担当地域

担当地域

幡羅、明戸、大寄、八基

豊里、上柴の東方住所地

上柴（東方、人見住所地以外）

南

深谷、岡部

藤沢、川本、花園

上柴の人見住所地

所在地
電話・ファックス

新戒 413-1

☎５９８－２５５２

５８７－４８８１

柏合 1041-1

☎５５１－１１１５

５７１－０５５３

西島町 2-14-4

☎５７３－６８６９

５７３－０８０６

人見 2028-3

☎５７４－１２３７

５７１－１４４６

名　　　称

大里広域地域包括支援センター

ＦＯＭＡ・なごみ

大里広域地域包括支援センター

はなみずき

大里広域地域包括支援センター

深谷市社会福祉協議会

大里広域地域包括支援センター

ふじさわ苑

行
い
ま
す
。

●
権
利
擁
護
・
虐
待
防
止

高
齢
者
の
人
権
や
財
産
を
守
る
権

利
擁
護
や
成
年
後
見
制
度
の
活
用
、

高
齢
者
虐
待
の
早
期
発
見
・
防
止
に

努
め
ま
す
。

⎫
⎬
⎭⎫
⎬
⎭
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■  正智深谷高校　花園で大活躍
東大阪市の近鉄花園ラグビー場で開かれた、第

86回全国高校ラグビー大会に、正智深谷高校が 2

年ぶり 11度目の出場を果たしました。

シード校となった正智深谷高校は 2回戦からの

出場で、強豪の佐賀工業高校、大阪桐蔭高校を破り

ベスト 8まで勝ち進みました。準々決勝では神奈

川県桐蔭学園高校に惜しくも破れましたが、最後ま

で試合をあきらめない戦いぶりに、スタンドから選

手の健闘をたたえる拍手が鳴り響きました。

　新市の新しい市勢要覧を刊行いたしました。要覧は「深谷市市勢要覧

2007　明日にスマイル」というタイトルで、合併により誕生した新「深

谷市」の概要や、将来都市像「笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市

民都市」の実現に向けた市政運営の情勢を、市民の皆さんに広く知ってい

ただくことを目的として企画・編集いたしました。

　なお、同時に刊行したカレンダー（写真上）は、市勢要覧がＡ 4変形判（Ａ

4判に比べ縦が短く、横が長い判型）であることから、印刷製本時に不要

となる部分を有効活用したものです。併せてご活用ください。

1月 7日、消防本部屋外訓練場で、平成 19

年の新春を飾る消防団出初式が行われました。

出初式は、消防業務の万全を期すべく毎年

行われるものです。当日は強風にもかかわら

ず、多くの市民の皆さんが見学に訪れました。

1月 13 日、慈
じ

眼
げん

池
いけ

駐車場で、本郷子供

育成会、本郷獅子舞保存会主催による「ど

んと焼き＆もちつき大会」が開かれました。

集まった多くの子どもたちは、つきたて

のおもちをほお張り、どんと焼きの高い炎

に歓声をあげ、楽しい一日を過ごしました。

■  どんと焼き＆もちつき大会

■  平成19年深谷市消防団出初式

■　新成人の言葉を述べる　小島
じま

　大
たけし

　さん

深谷市では、子どもの善行に光を当てる「子どもかがやき賞」を創設し、その第 1回の表彰式が 12月 26日に開

催しました。「子どもかがやき賞」は他の模範となる活動を行った市内小・中学校の児童・生徒を表彰するもので、

今回は施設でのボランティア活動、人命救助、美化活動、伝統芸能の継承と普及などの活動により個人 12人と 9つ

の団体が受賞しました。

■  第 1回　深谷市子どもかがやき賞

■  平成19年深谷市成人式を挙行　新成人の門出を祝福
　1 月 7 日、 平 成 19 年 深
谷市成人式が深谷市総合体育

館で開催されました。当日は

1,377 人が出席し、新成人の

ご家族236人も出席しました。

　晴れ着姿があでやかな新成

人で、会場は華やかな雰囲気

に包まれました。

■　24－ 16で勝利した、対佐賀工業戦

■　

受
賞
さ
れ
た
小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん



時
30
分

と
こ
ろ　

花
園
公
民
館

講
師　

青あ
お

木き

美み

枝え

氏

対
象
と
定
員　

市
内
在
住
在
勤
者
で

先
着
30
人

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

２
月
１
日
㈭
午
前
９
時

か
ら
、
各
図
書
館
窓
口
へ

■
第
３
回
花
園
こ
ど
も
情
報
交
流
図

書
館
ま
つ
り

と
き　

３
月
25
日
㈰
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

と
こ
ろ　

花
園
図
書
館
お
よ
び
花
園

公
民
館

内
容　

演
劇
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー

シ
ュ
」、
人
形
劇
、
お
は
な
し
会
、

木
工
教
室
、
各
種
発
表
・
展
示
な
ど

協
力　

県
寄
居
林
業
事
務
所

問
い
合
わ
せ　

花
園
図
書
館
（
☎

５
７
９
ー
１
３
３
３
）
へ

■
図
書
館
休
館
日
（
４
館
共
通
）

〔
２
月
〕
＝
５
日
㈪
・
13
日
㈫
・
19

日
㈪
・
26
日
㈪
・
28
日
㈬

〔
３
月
〕
＝
５
日
㈪
・
12
日
㈪
・
19
日

㈪
・
22
日
㈭
・
26
日
㈪
・
31
日
㈯

春
の
特
別
整
理
休
館
（
４
館
共
通
）

３
月
14
日
㈬
〜
18
日
㈰

■
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.lib
.c
ity.fu

ka
ya

.sa
ita
m
a
.jp
/

臨
時
職
員
任
用
希
望
者

一
般
事
務
の
臨
時
職
員

市
で
は
、
一
般
事
務
の
臨
時
職
員

へ
の
任
用
を
希
望
さ
れ
る
か
た
の
登

録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

臨
時
職
員
を
雇
用
す
る
必
要
が
生

じ
た
と
き
に
は
、
登
録
さ
れ
た
か
た

の
中
か
ら
面
接
な
ど
に
よ
り
選
考
し
、

勤
務
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
登
録
し

て
い
た
だ
い
て
も
、
任
用
さ
れ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
）。

勤
務
日
・
勤
務
時
間
な
ど
は
業
務

内
容
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

登
録
期
間　

受
け
付
け
後
、
平
成
20

年
3
月
31
日
㈪
ま
で

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

市
販
の

履
歴
書
（
顔
写
真
貼ち

ょ
う

付ふ

・
返
却
不

可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

直
接
ま
た
は
郵
送
で
、
経
営
管
理

課
（
〠
３
６
６
ー
８
５
０
１
・
深

谷
市
仲
町
11
ー
１
・
☎
５
７
４
ー

６
６
３
６
）
へ

ち
い
き
の
先
生

平
成
19
年
度
「
が
ん
ば
ル
〜
ム
」

で
、
小
学
生
の
学
習
指
導
相
談
を
行

う
「
ち
い
き
の
先
生
」
を
募
集
し
ま

す
。
指
導
学
年
、
勤
務
日
な
ど
は
相

談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

指
導
教
科　

国
語
・
算
数

勤
務
場
所　

旧
深
谷
市
内
小
学
校

勤
務
時
間　

土
曜
日
の
午
前
９
時
〜

正
午

賃
金　

１
回
３
，
３
０
０
円

応
募
期
限　

２
月
28
日
㈬
ま
で

応
募
資
格　

親
切
丁
寧
に
学
習
指
導

相
談
に
応
じ
る
こ
と
の
で
き
る
高

校
卒
業
以
上
の
か
た
（
未
成
年
者

は
、保
護
者
の
承
諾
が
必
要
で
す
）

審
査
登
録　

申
請
書
お
よ
び
面
接
に

よ
り
審
査
を
行
い
、
教
育
委
員
会

が
適
当
と
認
め
る
と
き
は
、「
ち

い
き
の
先
生
」
と
し
て
登
録
を
行

い
ま
す

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
の
上
、

教
育
庁
舎
１
階
生
涯
学
習
課
（
☎

５
７
２
ー
９
５
８
１
）
へ

※
申
請
書
は
教
育
庁
舎
１
階
生
涯
学

習
課
に
あ
り
ま
す

※
２
月
28
日
以
降
も
随
時
応
募
可
能

で
す

人
権
講
演
会

「
落
語
家
人
生
泣
き
笑
い
（
障
害
と

歩
む
落
語
人
生
）」

と
き　

２
月
24
日
㈯
午
後
１
時
開

場
、
１
時
30
分
開
演

と
こ
ろ　
深
谷
市
産
業
会
館
大
ホ
ー
ル

講
師　

立た
て

川か
わ

龍
り
ゅ
う

志し

氏
（
落
語
家
）

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

人
権
政
策
課
（
☎

５
７
４
ー
６
６
４
３
）
へ

上
級
救
命
講
習
会

と
き  

２
月
24
日
㈯
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

消
防
本
部
庁
舎
会
議
室

講
習
内
容　

心
肺
蘇
生
法
（
成
人
・

小
児
・
乳
幼
児
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
む
）、

傷
病
者
管
理
、
搬
送
法
、
止
血

法
な
ど
。
受
講
者
に
は
筆
記
・
実

技
の
試
験
を
実
施
し
、
合
格
者

（
80
％
以
上
）
に
は
上
級
救
命
講

習
修
了
証
を
交
付
し
ま
す

対
象　

深
谷
市
・
寄
居
町
在
住
者

募
集
人
員　

先
着
15
人

受
講
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

直
接

ま
た
は
電
話
で
消
防
本
部
警
防
課

（
☎
５
７
１
ー
０
９
１
４
）
へ

※
な
お
、
当
日
の
申
し
込
み
受
け
付

け
は
行
い
ま
せ
ん

Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
か
ら
の
お
知
ら
せ

ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
講
習
会

と
き　

２
月
25
日
㈰
【
午
前
の
部
】

午
前
10
時
〜
、【
午
後
の
部
】
午

後
１
時
30
分
〜
（
講
習
時
間
は
２

時
間
程
度
）

と
こ
ろ　

Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
研
修
室
Ａ

対
象
と
定
員　

市
内
在
住
の
か
た
で
、

各
回
と
も
16
人

参
加
料　

１
，５
０
０
円
（
材
料
費
）

申
し
込
み　

２
月
７
日
㈬
午
前
９

時
か
ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
で

Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
（
☎
５
７
３
ー

４
７
６
１
・
火
曜
日
休
館
）
へ

ひ
な
ま
つ
り
会

　

親
子
で
手
作
り
の
飾
り
を
作
り
ま
す
。

と
き　

２
月
28
日
㈬
午
後
１
時
30
分

〜
３
時

と
こ
ろ　

Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
軽
運
動
室

対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

直
接
ま
た
は
電
話
で

Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
（
☎
５
７
３
ー

４
７
６
１
・
火
曜
日
休
館
）
へ

家
庭
介
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

　

家
族
の
介
護
を
し
始
め
た
か
た
や
、

近
い
将
来
す
る
か
も
し
れ
な
い
か
た

の
た
め
に
、
家
庭
に
お
け
る
介
護
の

あ
り
方
や
実
技
を
学
ぶ
初
級
講
座
で

す
。

と
き　
【
１
日
目
】
３
月
３
日
㈯
「
介

護
保
険
制
度
を
知
る
・
ケ
ア
プ
ラ

ン
を
立
て
る
こ
つ
」、　
【
２
日
目
】

３
月
４
日
㈰
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
基
礎
知
識
〜
病
人
の
気

持
ち
・
家
族
の
気
持
ち
〜
」
各
日

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分
（
２

日
間
コ
ー
ス
）

と
こ
ろ　

Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
研
修
室
Ａ

対
象　

２
日
間
と
も
参
加
可
能
な
市

内
在
住
の
か
た

講
師　
【
１
日
目
】
安あ

ん

藤ど
う

芽め

久ぐ

美み

氏

（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）、【
２
日
目
】

岩い
わ

本も
と

崇し
ゅ
う

哉や

氏
（
理
学
療
法
士
）

参
加
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

直
接
ま

た
は
電
話
で
Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
（
☎

５
７
３
ー
４
７
６
１
・
火
曜
日
休

館
）
へ

※
託
児
あ
り
（
２
歳
以
上
就
学
前
ま
で
）

パ
ソ
コ
ン
教
室

対
象　

市
内
在
住
在
勤
者
で
、
各
対

象
要
件
を
満
た
す
か
た

と
こ
ろ　

深
谷
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
・
深
谷
公
民
館
Ｉ
Ｔ
ル
ー
ム

定
員　

各
講
座
先
着
20
人

参
加
料　

５
０
０
円
（
資
料
代
）

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

２
月

23
日
㈮
午
前
８
時
30
分
か
ら
、
参

加
料
を
添
え
て
深
谷
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
・
深
谷
公
民
館
（
☎

５
７
１
ー
０
５
０
６
）
へ

も
く
せ
い
館
天
体
観
望
会

「
冬
の
星
座
を
見
る
」

　

も
く
せ
い
館
で
は
、
口
径
20
㎝
の

フ
ロ
ー
ラ
イ
ト
レ
ン
ズ
を
搭
載
し
た

屈
折
望
遠
鏡
を
使
っ
て
、
毎
月
第
３

土
曜
日
に
天
体
観
望
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
月
も
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き　

２
月
17
日
㈯
午
後
７
時
〜

（
雨
天
・
曇
天
の
場
合
は
２
月
24

日
㈯
午
後
７
時
〜
）

と
こ
ろ　

も
く
せ
い
館
天
体
観
測
室

受
け
付
け　

当
日
も
く
せ
い
館
で
受

け
付
け
ま
す
。
夜
間
の
活
動
と
な

り
ま
す
の
で
小
・
中
学
生
は
保
護

者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す

※
室
内
は
冷
え
込
み
ま
す
の
で
、
寒

さ
へ
の
備
え
（
特
に
足
元
）
を
お

願
い
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

も
く
せ
い
館
（
☎

５
８
３
ー
７
７
３
３
）
へ

障
害
児
親
子
の
集
い
・
バ
ス
ハ
イ
ク

　

〜
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
〜

と
き　

３
月
10
日
㈯

と
こ
ろ　

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー

対
象
と
定
員　

市
内
在
住
の
障
害
児

笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市 1415

（
18
歳
未
満
）
と
そ
の
保
護
者
で
、

先
着
80
人

参
加
料　
親
子
２
人
で
１
，
０
０
０

円
（
１
人
増
す
ご
と
に
５
０
０
円
追

加
）。
た
だ
し
、
未
就
学
児
は
無
料

※
パ
ス
ポ
ー
ト
・
昼
食
代
は
自
己
負
担

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

２
月

13
日
㈫
午
前
９
時
か
ら
、
障
害

者
手
帳
、
参
加
料
を
持
っ
て
、
市

社
会
福
祉
協
議
会 (

☎
５
７
３
ー

６
５
６
３)

ま
た
は
岡
部
支
所
（
☎

５
８
５
ー
６
９
７
９
）、
川
本
支
所

（
☎
５
８
３
ー
７
６
０
０
）、
花
園
支

所
（
☎
５
８
４
ー
１
２
０
５
）
へ

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

深
谷
市
立
図
書
館

■
お
は
な
し
会

と
き　
２
月
24
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

問
い
合
わ
せ　

深
谷
市
立
図
書
館

（
☎
５
７
１
ー
８
２
１
０
）
へ

岡
部
図
書
館

■
子
ど
も
映
画
会

※
文
化
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
市
民
団
体
な
ど
の
情
報
に
つ
い
て
は
、

別
冊
の
「
お
し
ら
せ
版
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す

Fukaya City Public Information,2007.02,Japan

と
き  

２
月
25
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜

内
容　
「
い
の
し
し
う
り
っ
子
の
ぼ

う
け
ん
」・「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
ば

い
き
ん
ま
ん
」

問
い
合
わ
せ　

岡
部
図
書
館
（
☎

５
８
５
ー
５
９
６
８
）
へ

花
園
図
書
館
（
ア
ク
ロ
ス
）

■
お
は
な
し
玉
手
箱（
お
は
な
し
会
）

と
き　

２
月
４
日
㈰
・
18
日
㈰
、
３

月
４
日
㈰
午
後
３
時
〜

■
子
ど
も
映
画
会

と
き　
２
月
11
日
㈷
午
前
10
時
30
分
〜

内
容　
「
か
さ
こ
地
ぞ
う
」・「
は
だ

か
の
王
様
」

■
講
演
会

「
昔
話
の
魅
力
と
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
」

と
き　
２
月
24
日
㈯
午
後
２
時
〜
３

時
30
分

と
こ
ろ　

花
園
公
民
館

講
師　

内な
い

藤と
う

直な
お

子こ

氏
（
東
京
子
ど
も

図
書
館
）

対
象
と
定
員　

市
内
在
住
在
勤
者
で

先
着
30
人

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

２
月
１
日
㈭
午
前
９
時

か
ら
、
各
図
書
館
窓
口
へ

■
古
典
文
学
講
座
「
平
家
物
語
を
よ
む
」

〜
木き

曽そ

義よ
し

仲な
か

と

　
　
　

斉さ
い

藤と
う

別べ
っ

当と
う

実さ
ね

盛も
り

に
つ
い
て
〜

と
き　

３
月
10
日
㈯
午
後
２
時
〜
３

講座名 内  容 と  き 対  象

パソコン入門
コンピューターの
起動、日本語の入
力

3 月  5 日 ㈪
      6 日 ㈫

午前９時
～正午

のんびり入力
簡単な作品を作り
ながら、日本語入
力をマスターする

3 月 15 日 ㈭
     22 日 ㈭

パソコン入門
受講済み、ま
たは同等レベ
ルのかた

　

深
谷
市
立
図
書
館
で
は
１
月
か
ら

土
・
日
曜
日
も
開
館
時
間
を
夜
７
時

ま
で
延
長
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
祝
日
の
場
合
は
午
後
５

時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

※
な
お
、
岡
部
、
川
本
、
花
園
分
館

　

は
現
行
通
り
で
す



「
埼
玉
県
市
町
村
申
請
・
届
出
サ
ー

ビ
ス
」
を
開
始
し
て
い
ま
す
が
、
２

月
１
日
㈭
か
ら
、
次
の
手
続
き
に
つ

い
て
も
新
た
に
利
用
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

■
市
民
課
の
手
続
き　

町
名
地
番
変

更
（
住
居
表
示
）
証
明
交
付
申
請
、

※
国
民
健
康
保
険
葬
祭
費
支
給
申

請
、
※
国
民
健
康
保
険
出
産
育
児

一
時
金
支
給
申
請

■
保
険
年
金
課
の
手
続
き　

※
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
再
交
付
申
請

■
農
業
振
興
課
の
手
続
き　

市
民
農

園
継
続
利
用
申
請

■
営
業
課
の
手
続
き　

水
道
中
止
開

始
届
、
水
道
料
金
納
付
書
等
の
送

付
先
変
更

　

※
の
手
続
き
を
利
用
す
る
に
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
本
人
確
認
を

就
学
援
助
制
度

教
育
委
員
会
で
は
、
経
済
的
な
理

由
に
よ
り
小
・
中
学
校
で
の
費
用
の

支
払
い
に
お
困
り
の
市
民
の
か
た
を

対
象
に
、
給
食
費
・
学
用
品
費
・
修

学
旅
行
費
な
ど
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

　

受
給
対
象
と
し
て
一
定
の
要
件
を

満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
申
請

に
つ
い
て
は
在
学
す
る
市
内
の
小
・

中
学
校
、
教
育
総
務
課
ま
た
は
教
育

委
員
会
各
事
務
所
に
相
談
の
上
、
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
審
査

の
上
、
受
給
者
を
決
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課
（
☎

５
７
４
ー
５
８
１
１
）
へ

交
通
遺
児
就
学
支
度
金
支
給
制
度

支
給
対
象　

交
通
事
故
で
、
父
ま
た

は
母
を
亡
く
し
た
児
童
で
、
４
月

に
小
学
校
ま
た
は
中
学
校
に
入
学

す
る
遺
児
を
養
育
し
て
い
る
か
た

支
給
額　

遺
児
１
人
に
つ
き
１
０
，

０
０
０
円
（
３
月
中
に
指
定
口
座

に
振
り
込
み
）

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

２
月

28
日
㈬
ま
で
に
、
児
童
課
（
☎

５
７
４
ー
６
６
４
６
）、
岡
部

福
祉
健
康
課
（
☎
５
８
５
ー

２
２
１
４
）、
川
本
福
祉
健
康

課
（
５
８
３
ー
２
５
３
２
）、
花

園
福
祉
健
康
課
（
☎
５
８
４
ー

１
１
２
３
）
へ

も
し
も
の
と
き
の

　

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

国
民
年
金
は
、
老
後
だ
け
で
な
く
、

病
気
や
け
が
に
よ
っ
て
障
害
が
残
っ

た
と
き
、
ま
た
妻
・
子
を
残
し
て
亡

く
な
っ
た
と
き
も
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
が
あ
な
た
や
あ
な
た

の
家
族
を
守
り
ま
す
。

し
か
し
、
保
険
料
を
納
め
て
い
な

い
と
、
こ
う
し
た
年
金
が
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
万
が
一
の
と
き
の
た
め
に

も
、
保
険
料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

『
障
害
基
礎
年
金
』
を
受
け
ら
れ
る
と
き

■
国
民
年
金
加
入
中
ま
た
は
20
歳
前
の

病
気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た
と
き

■
初
診
日
の
前
々
月
ま
で
の
加
入
期
間

の
う
ち
、
２
／
３
以
上
の
保
険
料
を

納
め
て
い
る
と
き
、
あ
る
い
は
初
診
日

の
前
々
月
ま
で
の
１
年
間
に
保
険
料

の
滞
納
が
な
い
と
き
（
免
除
・
若
年
者

納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
期
間
は
、

保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
同
様
扱
い
）

■
障
害
認
定
日
（
障
害
の
程
度
を
判
定
す

る
日
で
、
初
診
か
ら
１
年
６
か
月
経
過

し
た
日
ま
た
は
症
状
が
固
定
し
た
日
）

に
国
民
年
金
法
で
定
め
る
１
級
ま
た

は
２
級
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
と
き

※
障
害
基
礎
年
金
と
身
体
障
害
者
手
帳

で
は
、
障
害
の
認
定
基
準
が
異
な
り

ま
す
。
身
体
障
害
者
手
帳
が
１
級
や

２
級
で
あ
っ
て
も
、
障
害
基
礎
年
金

が
受
け
ら
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん

年
金
額
（
平
成
18
年
度
）
１
級
＝

９
９
０
，
１
０
０
円
、
２
級
＝

７
９
２
，
１
０
０
円

『
遺
族
基
礎
年
金
』
を
受
け
ら
れ
る
と
き

■
国
民
年
金
加
入
中
の
か
た
、
ま
た
は
老

齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
を
満
た

し
て
い
る
か
た
が
亡
く
な
っ
た
と
き

■
死
亡
日
の
前
々
月
ま
で
の
加
入
期
間

の
う
ち
、
２
／
３
以
上
保
険
料
を
納

め
て
い
る
と
き
、
あ
る
い
は
死
亡
日

の
前
々
月
ま
で
の
１
年
間
に
保
険
料

の
滞
納
が
な
い
と
き
（
免
除
・
若
年
者

納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
期
間
は
、

保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
同
様
扱
い
）

■
受
け
ら
れ
る
遺
族
は
、
亡
く
な
っ
た
か

た
に
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
子
、
ま

た
は
子
の
あ
る
妻
（
こ
の
場
合
の
「
子
」

と
は
、
18
歳
到
達
年
度
末
ま
で
の
子

ど
も
、
ま
た
は
20
歳
未
満
で
国
民
年

金
法
で
定
め
る
１
級
ま
た
は
２
級
の
障

害
の
あ
る
子
ど
も
を
い
い
ま
す
）

行
う
た
め
の
電
子
証
明
書
が
付
加
さ

れ
た
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
と

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
（
電
子
署
名

を
行
う
た
め
の
情
報
を
読
み
取
る
機

器
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（

h
ttp
://w

w
w
.c
ity.fu

ka
ya
.s

a
ita
m
a
.jp
/

）
か
ら
「
電
子
申
請
窓

口
」
を
ご
覧
に
な
り
、
詳
細
を
確
認

の
上
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
【
手
続
き
に
つ
い

て
】
各
担
当
課
〔
市
民
課
（
☎

５
７
４
ー
６
６
４
０
）、
保
険
年

金
課
（
☎
５
７
４
ー
６
６
４
１
）、

農
業
振
興
課
（
☎
５
７
４
ー

６
６
４
８
）、
営
業
課
（
☎

５
７
４
ー
６
６
６
０
）〕
へ

　
【
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
】
情
報

シ
ス
テ
ム
課
（
☎
５
７
４
ー

８
５
６
３
）
へ

観
光
協
会
推
奨
物
産
品
の
登
録
申
請

　

市
観
光
協
会
で
は
、
市
内
物
産
品

の
改
善
向
上
と
販
路
拡
大
の
た
め
、

推
奨
物
産
品
の
登
録
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。
審
査
後
登
録
さ
れ
た
物
産

品
に
は
、
推
奨
状
・
推
奨
シ
ー
ル
を

交
付
し
、
市
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
お
よ
び
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
し

Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

登
録
対
象　

市
内
で
製
造
さ
れ
た
菓

子
類
、
め
ん
類
、
酒
類
ま
た
は
農

産
加
工
品
な
ど
の
製
品　

申
請
手
数
料　

１
品
に
つ
き
１
，

０
０
０
円
（
２
品
以
上
は
、
１
品

増
す
ご
と
に
５
０
０
円
を
加
算
）

※
申
請
書
は
、
市
観
光
協
会
事
務
局

（
Ｊ
Ｒ
深
谷
駅
構
内
）
ま
た
は
商

工
振
興
課（
深
谷
市
産
業
会
館
内
）

に
あ
り
ま
す　

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

申
請
書

に
申
請
手
数
料
を
添
え
て
、
２
月

28
日
㈬
ま
で
に
市
観
光
協
会
（
☎

５
７
５
ー
０
０
１
５
）
へ

狂
犬
病
流
行
地
域
に
渡
航
さ
れ
る

か
た
へ

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
滞
在
中
、
狂
犬
病

の
犬
に
手
を
か
ま
れ
、
そ
の
後
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
し
な
か
っ
た
た
め
、
日

本
帰
国
後
（
犬
に
か
ま
れ
て
か
ら
２

か
月
後
）
に
狂
犬
病
を
発
症
し
、
死

亡
し
た
事
例
が
２
件
あ
り
ま
し
た
。

狂
犬
病
は
、
狂
犬
病
に
感
染
し

た
動
物
（
全
て
の
哺
乳
類
）
に
か
ま

れ
る
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。
日
本
、

イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
の
一
部
の

国
々
を
除
い
て
、
海
外
で
は
ほ
と
ん

ど
の
国
で
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
り

笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市17 16

年
金
額　
（
平
成
18
年
度
）
子
（
１

人
）
の
あ
る
妻
＝
１
，
０
２
０
，

０
０
０
円
、
子
（
１
人
）
＝
７
９
２
，

１
０
０
円

問
い
合
わ
せ　

熊
谷
社
会
保
険
事

務
所
（
☎
５
２
２
ー
５
２
１
１
）、

保
険
年
金
課
（
☎
５
７
４
ー

６
６
４
１
）、
岡
部
市
民
環
境
課

（
☎
５
８
５
ー
２
２
１
３
）、
川

本
市
民
環
境
課
（
☎
５
８
３
ー

２
７
８
３
）、
花
園
市
民
環
境
課

（
☎
５
８
４
ー
１
１
２
２
）
へ
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ま
す
。

狂
犬
病
の
流
行
地
域
に
渡
航
す

る
場
合
で
あ
っ
て
、
動
物
と
の
接
触

が
避
け
ら
れ
な
い
、
ま
た
は
、
近
く

に
医
療
機
関
が
な
い
よ
う
な
地
域
に

滞
在
す
る
よ
う
な
か
た
は
、
渡
航
前

に
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。
十
分
な
免
疫
力
を
得
る

た
め
に
は
、
４
週
間
間
隔
で
２
回
接

種
し
、
さ
ら
に
６
〜
12
か
月
後
に
１

回
接
種
が
必
要
で
す
。
予
防
接
種
を

希
望
す
る
場
合
は
医
療
機
関
、
保
健

所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
渡
航
中
に
狂
犬
病
に
感

染
し
な
い
よ
う
、
次
の
こ
と
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

◎
滞
在
中
は
、
む
や
み
に
動
物
に
手

を
出
さ
な
い

◎
万
が
一
、
滞
在
中
に
犬
な
ど
に
か

ま
れ
た
場
合
は
、
①
す
ぐ
に
傷
口

を
せ
っ
け
ん
と
水
で
よ
く
洗
う　

②
現
地
医
療
機
関
を
受
診
し
、
傷

の
手
当
て
と
狂
犬
病
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
受
け
る　

③
帰
国
時
に
検

疫
所
（
健
康
相
談
室
）
に
申
し
出

る
問
い
合
わ
せ　

深
谷
市
保
健
セ
ン

タ
ー
（
☎
５
７
５
ー
１
１
０
１
）、

熊
谷
保
健
所
（
☎
５
２
３
ー

２
８
１
１
）
へ

農
業
者
の
た
め
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

を
開
設

　

農
業
後
継
者
な
ど
を
対
象
と
し
た

相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
ご

希
望
の
か
た
は
、
お
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

開
設
日　

３
月
１
日
㈭
か
ら

相
談
内
容　

農
業
大
学
校
・
農
業
実

地
研
修
、
農
地
賃
貸
借
、
機
械
・

施
設
賃
貸
借
、
農
業
資
金
、
海
外

派
遣
研
修
、
農
業
経
営
・
技
術
取

得
、
農
業
団
体
へ
の
加
入
・
交
流

な
ど

相
談
時
間　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま

で
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

相
談
場
所　

深
谷
市
産
業
会
館
３
階

（
農
業
振
興
課
内
）

問
い
合
わ
せ　

農
業
振
興
課
（
☎

５
７
４
ー
６
６
４
８
）
へ

電
子
申
請
の
利
用
で
き
る
手
続
き

追
加
の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
平
成
17
年
９
月
１
日

か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
自
宅
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
各
種

申
請
や
届
出
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

防
災
行
政
無
線
放
送
内
容
の
ご
案
内

※
通
話
料
の
み
で
、
情
報
料
は
か
か

り
ま
せ
ん

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
番
号

０
１
８
０
ー
９

き
ゅ
う
き
ゅ
う
よ
ぼ
う
さ
い

９
４
４
３
１

　
　　

とき　３月３日㈯午後２時 30分～
ところ　藤沢生涯学習センター・藤
　 沢公民館１階大会議室
※１候補者につき２人以内の参加で
　お願いします　
問い合わせ　選挙管理委員会（☎  
　574－ 6664）へ

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
ふ
か
や
１
月
号
と
一
緒
に

配
布
し
た
「
深
谷
市
医
科
・
歯
科

病
医
院
一
覧
表
」
に
、
左
記
の
誤

り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

最
終
ペ
ー
ジ
中
央
記
載
の
問
い
合

わ
せ
先
の
電
話
番
号

川
本
総
合
支
所
市
民
環
境
課

【
誤
】
５
８
３
ー
２
２
８
３

【
正
】
５
８
３
ー
２
７
８
３

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課(

☎

５
７
４
ー
６
６
４
１)

へ

　

広
報
ふ
か
や
は
、
点
字
版
と
テ
ー
プ
・
Ｃ
Ｄ
版
も
発
行
し
て
い
ま
す
。
送
付
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
市
社
会
福
祉
協
議
会(

☎
５
７
３
ー
６
５
６
３)

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 12

月
の
善
意

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
12

月
の
寄
付
金
は
、
19
件
で
１
，

１
２
０
，
０
０
４
円
で
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

市
社
会
福
祉
協
議

会(

☎
５
７
３
ー
６
５
６
３)

へ

国
民
年
金
保
険
料
は
安
心
・
便
利
な

口
座
振
替
で

口
座
振
替
に
す
る
と
、
一
度
手
続

き
を
す
る
だ
け
で
、
あ
と
は
自
動
的

に
指
定
し
た
口
座
か
ら
引
き
落
と
し

さ
れ
、
毎
月
金
融
機
関
に
訪
ね
る
手

間
が
省
け
て
と
て
も
便
利
で
す
。

ま
た
、
保
険
料
を
前
払
い
す
る
と

割
引
に
な
る
「
前
納
」
制
度
が
あ
り

ま
す
。
口
座
振
替
で
前
納
す
る
場
合
、

納
付
書
で
前
納
す
る
よ
り
も
割
引
額

が
大
き
く
な
り
ま
す
。

口
座
振
替
の
お
手
続
き
は
、
次
の

も
の
を
ご
用
意
の
上
、
金
融
機
関
の

窓
口
へ
お
願
い
し
ま
す
。

・
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も
の

・
預
（
貯
）
金
通
帳

・
通
帳
届
出
印

・
口
座
振
替
納
付
申
出
書
（
金
融
機

　

関
窓
口
な
ど
に
あ
り
ま
す
）
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桜ヶ丘・藤沢・豊里子育て支援センター
○以下の事業は予約制です　　２月27日㈫ 午前 9時から電話でお申し込みください

受け付け 事業名 内　　　容 会　場　・　日　時 対　　象 募集人員 参加料

藤沢子育て支援
センター
☎551－5055

ベビービクス
赤ちゃんと、たっぷりスキン
シップをとって体をほぐして遊
んであげましょう

藤沢生涯学習センター・藤沢公民館
３月 22 日㈭　午前10時 30分～ 11時 30分 １歳半未満児 先着

25 組 無料

給食体験
給食を食べながら栄養士が食
事や栄養について相談に応じ
ます

藤沢子育て支援センター
３月８日㈭　午前 11 時～正午 離乳食を終了し

ている親子
各先着
７組

親 300 円
子 250 円豊里子育て支援

センター
☎587－1170

豊里子育て支援センター
３月 15 日㈭　午前 11 時～正午

○以下の事業は予約は必要ありません
受け付け 事業名 内　　　容 会　場　・　日　時 対　　象 募集人員 参加料

各子育て支援セ
ンターに直接お
越しください

わくわく教室 親子でたっぷりスキンシップ
をとって遊べるひとときです

桜ヶ丘子育て支援センター
毎週水曜日
　午前 10 時 30 分～ 11 時 １歳半未満児

人数に制
限はあり
ません

無料

　午前 11 時 10 分～正午 １歳半以上児

藤沢子育て支援センター
豊里子育て支援センター
毎週水曜日　午前 11 時～正午 子育て支援セン

ターは幼稚園や
保育園に通って
いない未就学児
と保護者のかた
が利用できます

おはなし教室 豊かな心を育む絵本の読み聞
かせです

各子育て支援センター
毎週金曜日　午前 11 時～正午

育児相談 子育ての悩みを一緒に考えま
しょう

各子育て支援センター
毎週火、木、土曜日 (随時相談に応じます）

広場 事業の無い時間、子育て支援
センターを開放しています

各子育て支援センター
（詳しくはお問い合わせください）

※子育て支援センターは、日・月曜日、祝日はお休みです

おかべ子育て支援センター（みらい幼児園おかべ内）　（以下の事業はすべておかべ子育て支援センターで行います）
○以下の事業は予約制です　　午後1時から電話でお申し込みください
受け付け 事業名 内　　　容 会　場　・　日　時 対　　象 募集人員 参加料

おかべ子育て支
援センターに電
話でお申し込み
ください
☎585－4101

わらべ歌教室 親子で、口ずさめる歌と触れ
合い遊び ２月 20 日㈫　午前 10 時～ 11 時 －

各先着
20 組 無料

ヨガでストレ
ス解消

ヨガで子育ての疲れリフレッ
シュ！ ２月 17 日㈯　午前 10 時～ 11 時 30 分 －

みんなの誕生
日会

その月に生まれた子どもの誕
生会 ２月 28 日㈬　午前 10 時～ 11 時 －

給食体験 みらい幼児園の給食が試食で
きます ３月 15 日㈭　午前 11 時～正午 離乳食を終了

している親子
先着
７組

親 300 円
子 250 円

カンガルーべ
ビー 小麦粉粘土で遊ぼう

２月 23 日㈮、３月２日㈮
　　　　　　  午前 10 時～ 11 時

２か月～６か月の
子どもと保護者

各先着
20 組 無料

２月９ 日㈮、３月２日㈮
　　　　　　  午前 10 時～ 11 時

７か月～１歳未満
の子どもと保護者

カンガルーキッ
ズ

小麦粉粘土づくり
作って遊ぼう

２月 16 日㈮、３月９日㈮
　　　　　　  午前 10 時～ 11 時

１歳～２歳の子
どもと保護者

３月 16 日㈮　午前 10 時～ 11 時 ３歳～就学前の
子どもと保護者

○以下の事業は予約は必要ありません
受け付け 事業名 内　　　容 会　場　・　日　時 対　　象 募集人員 参加料

子育て支援セン
ターに直接お越
しください

積み木教室
（世代間交流）

おじいちゃん、おばあちゃん
と触れ合いながら、ひのきの
積み木で遊びましょう

３月 10 日㈯　午前 10 時～ 11 時 30 分 －

人数に制
限はあり
ません

無料

おやこの広場
絵本は子どもの心の栄養で
す。今月はどんな絵本に出会え
るかな？
※みどりの文庫担当

３月７日㈬　午前 10 時～ 11 時 ３歳～就学前の
子どもと保護者

２月 14 日㈬　午前 10 時～ 11 時 ２か月～１歳未満
の子どもと保護者

２月 21 日㈬　午前 10 時～ 11 時 １歳～２歳の子
どもと保護者

子育て相談 子育ての悩みを一緒に考えま
しょう

毎週火曜日
随時相談に応じます 子育て支援セン

ターは幼稚園や
保育園に通って
いない未就学児
と保護者のかた
が利用できます

センター開放 事業の無い時間、子育て支援
センターを開放しています

午前９時～正午・午後１時～４時 30 分
（詳しくはお問い合わせください）
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家
庭
の
燃
や
せ
る
ご
み
に
限
っ

て
、
大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合
立
の

深
谷
清
掃
セ
ン
タ
ー
、
熊
谷
衛
生
セ

ン
タ
ー
、
江
南
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
ど

こ
の
セ
ン
タ
ー
に
も
搬
入
で
き
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
、
粗
大

ご
み
、
資
源
物
、
有
害
ご
み
、
事
業

の
ご
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
ま
で

通
り
深
谷
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
搬

入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
１
日
㈰
か
ら
次
の
通
り
変
更

と
な
り
ま
す
。

【
家
庭
の
ご
み
】

　

50
㎏
以
下
は
無
料
（
50
㎏

を
超
え
る
部
分
は
10
㎏
に
つ

き
10
円
）

【
事
業
の
ご
み
】

　

10
㎏
に
つ
き
１
５
０
円

問
い
合
わ
せ　

環
境
課
業
務
係

（
☎
５
７
１

－

０
７
８
９
）、
大

里
広
域
市
町
村
圏
組
合
立
深
谷

清
掃
セ
ン
タ
ー
（
☎
５
７
１

－

０
７
９
９
）
へ

病
者
が
死
亡
し
た
妻

③
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
15
年

４
月
１
日
の
間
に
、
戦
傷
病
者
の

か
た
と
婚
姻
し
た
妻

④
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
15
年

４
月
１
日
の
間
に
夫
が
戦
傷
病
者

と
し
て
年
金
な
ど
の
受
給
権
を
取

得
し
た
妻

請
求
書
類
の
配
布
・
受
け
付
け　

福

祉
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
福
祉
健

康
課
へ

請
求
期
限　

平
成
21
年
９
月
30
日
㈬

問
い
合
わ
せ　

福
祉
課（
☎
５
７
４

－

６
６
４
４
）
へ

　

障
害
福
祉
課
で
は
、
発
達
に
心
配

の
あ
る
お
子
さ
ん
に
対
し
て
、
日
常

生
活
に
お
け
る
基
本
的
な
動
作
の
指

導
や
集
団
生
活
へ
の
適
応
訓
練
を
行

う
「
児
童
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
事
業
」

を
、
市
内
大
谷
に
あ
る
ポ
プ
ラ
母
子

通
園
施
設
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
対
象
者
は
ど
の
よ
う
な
か
た
な
の
？

Ａ
生
後
間
も
な
く
か
ら
就
学
前
ま
で

の
お
子
さ
ん
が
対
象
で
す
。

Ｑ
ポ
プ
ラ
は
ど
ん
な
施
設
な
の
？

Ａ
ポ
プ
ラ
は
、
お
子
さ
ん
の
育
ち
に

心
配
の
あ
る
親
子
が
一
緒
に
通
園

し
て
子
育
て
を
す
る
発
達
支
援
の

場
で
す
。

Ｑ
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

し
て
い
る
の
？

Ａ
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

歌
・
リ
ズ
ム
遊
び
・
散
歩
・
外
遊

び
な
ど
親
子
で
通
っ
て
保
育
士
と

一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
ま
た
お
い
し

い
給
食
を
食
べ
な
が
ら
楽
し
く
活

動
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
専
門
的
な
訓
練
な
ど
も
行
っ
て
い

る
の
？

Ａ
専
門
的
な
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
月
４

回
の
理
学
療
法
、
月
２
回
の
作
業

療
法
、
そ
れ
か
ら
言
語
療
法
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
毎
日
通
わ
な
い
と
い
け
な
い
の
？

Ａ
保
育
日
は
月
曜
日
〜
金
曜
日
の

午
前
９
時
〜
午
後
１
時
30
分
で

す
。
通
園
回
数
は
、
週
１
回
や
２

回
で
も
個
々
の
ペ
ー
ス
で
構
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、
午
後
２
時
〜
午
後

４
時
30
分
ま
で
電
話
で
の
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
電
話
連
絡

の
上
、見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
ポ
プ
ラ
母
子
通
園
施
設

（
大
谷
２
１
６
２

－

２
・
☎
５
７
１

－

９
１
０
３
）
ま
た
は
障
害
福
祉

課
（
☎
５
７
１

－

１
０
１
１
・

５
７
４

－

６
６
６
７
）
へ

「
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別

給
付
金
」
の
請
求
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
対
象
の
か
た
は
請
求
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
と
な
る
か
た

　

平
成
18
年
10
月
１
日
に
生
存
し
、

特
別
給
付
金
国
債
の
最
終
償
還
を
終

え
た
か
た
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
場
合
、
支
給
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

①
戦
傷
病
者
の
妻

②
平
成
18
年
５
月
ま
で
特
別
給
付
金

を
受
給
し
て
い
た
が
、
平
成
15
年

３
月
31
日
ま
で
に
夫
で
あ
る
戦
傷

「
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別

弔
慰
金
」
の
請
求
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
ま
だ
請
求
手
続
き
を
し

て
い
な
い
か
た
は
、
福
祉
課
ま
た

は
各
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
請
求
期

限
は
平
成
20
年
３
月
31
日
㈪
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
請
求

手
続
き
を
し
て
か
ら
国
債
の
発
行

ま
で
に
、
現
在
、
６
か
月
〜
２
年
程

度
の
時
間
を
要
し
て
い
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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相談名 内容 とき ところ 問い合わせ

教育 子どもの非行や不登校、いじめ
など、学校生活上の悩み

電話相談・来所相談ともに毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前 9時～正午・午後 1時～ 4時 30 分
ファックス・Ｅメールは 24 時間受け付け 教育庁舎内教育研究所

学校教育課
（教育研究所）
☎ 572 － 9456フリーダイヤル・ 0120－4－78374　 e-net@city.fukaya.saitama.jp

家庭・児童・母子 家庭、育児、不登校などの相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前 9時～午後 4時 市役所家庭児童相談室 児童課

☎ 574 － 6646

行政相談 行政に関する苦情など

２月７日㈬ ・ 21 日㈬、３月７日㈬
午前 9時～正午 市役所北別館市民相談室 くらしいきいき課

☎ 574 － 6633
２月 15 日㈭、３月 15 日㈭
午後 1時 30 分～ 4時 岡部総合支所会議室 岡部市民環境課

☎ 585 － 2213
２月 14 日㈬、３月 14 日㈬
午前 9時～正午 川本総合支所会議室 川本市民環境課

☎ 583 － 2783
２月６ 日㈫、３月６日㈫
午後 1時 30 分～ 4時 花園総合支所会議室 花園市民環境課

☎ 584 － 1122

法律相談 相続、離婚、金銭貸借、商取引
などの法律に関すること

毎週火曜日（祝日を除く）午後 1時 30 分～ 4時 30 分
予約制（電話で受け付け）※定員各日 10 人　担当＝弁護士

相談を希望される場合は、
担当課までご連絡ください

くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

４月 ５ 日㈭
午後 1時 30 分～ 4時 岡部総合支所会議室 岡部市民環境課

☎ 585 － 2213
３ 月 16 日㈮
午後 1時 30 分～ 4時 川本総合支所会議室 川本市民環境課

☎ 583 － 2783
２ 月 16 日㈮
午後 1時 30 分～ 4時 花園総合支所会議室 花園市民環境課

☎ 584 － 1122

市民相談 市民生活全般 毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前 9時 30 分～正午・午後 1時～ 4時 30 分　担当＝市民相談員 市役所北別館市民相談室 くらしいきいき課

☎ 574 － 6633

消費生活 商品契約に関する苦情など 毎週水・金曜日（祝日を除く）
午前 10 時～正午・午後 1時～ 4時　担当＝消費生活相談員

相談を希望される場合は、
担当課までご連絡ください

くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

悪質商法
110番

悪質商法に関する相談および
クーリングオフの仕方など

毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前 9時～正午・午後 1時～ 4時 30 分　担当＝くらしいきいき課職員 電話により随時受け付け くらしいきいき課

☎ 574 － 8527

税務 税理士による税一般に関する
相談

２月 20 日㈫
午前 10 時～午後 4時　担当＝税理士会会員 市役所西別館 301 会議室 市民税課

☎ 574 － 6637

人権 生活全般で感じた人権上の
困りごとや悩みの相談

市役所西別館 201 会議室 人権政策課
☎ 574 － 6643

２ 月 13 日㈫、３月 12 日㈪ 岡部総合支所１階会議室 岡部総務課
☎ 585 － 2211

午前 10 時～正午・午後 1時～ 3時 川本総合支所 1階相談室 川本総務課
☎ 583 － 2781

花園総合支所 203 会議室 花園総務課
☎ 584 － 1121

L・フォルテ
相談室 心や体、ＤＶの悩みなど ２月 24 日㈯

午前 11 時～午後３時　予約制 Ｌ・フォルテ２階研修室 B Ｌ・フォルテ
☎ 573 － 4761

内職・就職・求人
・内職に関する仕事の紹介
・就職に関する相談
・求人情報の提供

毎週月・木曜日＝午前 10 時～正午・午後 1時～ 3時
（いずれも祝日を除く）　内職・就職は予約制

産業会館３階商工振興課隣の
会議室

商工振興課
☎ 574 － 6650

結婚 結婚に関する相談、紹介など ２月 18 日㈰、３月１日㈭
午後 1時～ 3時 深谷コミュニティセンター 社会福祉協議会

☎ 573 － 6563

相談名 内容 検査 とき ところ 問い合わせ

エイズ相談・
　　　エイズ検査

エイズなどに関する相談と血液検査
予約制　
※原則無料・匿名可
※即日検査は採血後 60分で結果が分
かります

※通常検査ではＢ・Ｃ型肝炎、梅毒検
査も受検可（無料）

エイズ即日検査 ３月 １日㈭
午後 1時～ 3時

熊谷保健所 熊谷保健所
☎ 523 － 2811

エイズ検査（夜間） ３月 １日㈭
午後 5時 30 分～6 時 30 分

通常検査
２ 月 27 日㈫
午前 10 時～ 11 時
午後 5時 30 分～6 時 30 分

精神保健福祉相談 精神科医師による精神保健福祉に関
する相談　予約制

３ 月 13 日㈫
午後 1時～ 2時 熊谷保健所 熊谷保健所

☎ 523 － 2811

県民法律相談 弁護士による法律相談　予約制 毎月第 1～第 3水曜日
午後 1時～ 4時

県北部地域創造センター
（県地方庁舎 1階）

県北部地域創造センター
☎ 522 － 6506

県民相談・
　　交通事故相談 家庭の困りごとや交通事故相談 毎週月～金曜日

午前 9時～午後 4時
県北部地域創造センター
（県地方庁舎 1階）

県北部地域創造センター
☎ 522 － 6506（県民相談）
☎ 521 － 7300（交通事故相談）
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外
国
か
ら
来
た
新
し
い
友
達

　
「
今
度
転
入
生
が
来
ま
す
。」

と
言
う
先
生
の一
言
で
み
ん
な
が
、

「
だ
れ
、
男
？
女
？
」

と
、
教
室
の
中
が
さ
わ
が
し
く
な
り
ま
し

た
。
す
る
と
先
生
が
、

「
え
え
と
、
男
の
子
ら
し
い
の
で
す
が
、
く

わ
し
い
こ
と
は
、
わ
か
り
ま
せ
ん
。
今
日

の
午
前
中
に
来
る
と
言
っ
て
ま
し
た
。」

と
話
し
いつ
も
と
同
じ
よ
う
に
、
月
曜
日
の

授
業
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
一
時
間

目
が
終
わ
っ
て
も
四
時
間
目
が
終
わ
っ
て
も

来
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
の
日
も
来
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

三
日
目
の
朝
学
校
に
行
っ
て
み
る
と
教

室
に
新
し
い
友
達
が
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
い

る
な
あ
と
思
い
ま
し
た
が
、
声
は
か
け
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
心
の
中
で
、「
よ

ろ
し
く
ね
。
と
う
と
う
来
た
ん
だ
ね
。
待
っ

て
い
た
よ
。」
と
、
話
し
か
け
ま
し
た
。
先

生
が
来
て
、
Ａ
君
の
名
前
も
ど
こ
か
ら
来

た
の
か
も
わ
か
り
ま
し
た
。
Ａ
君
は
、
フィ

リ
ピ
ン
か
ら
二
週
間
前
に
来
て
、
日
本
語

も
日
本
の
生
活
も
全
然
わ
か
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
話
を
聞
い
た
時
ぼ
く
は
び

っ
く
り
し
ま
し
た
が
、
少
し
で
も
Ａ
君
の

力
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

Ａ
君
の
一
日
目
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
す
。

さ
っ
そ
く
ぼ
く
た
ち
は
、
一
時
間
目
休
み
に

学
校
案
内
を
し
ま
し
た
。
Ａ
君
は
、
に
こ

に
こ
し
な
が
ら
付
い
て
来
ま
し
た
。
二
時

休
み
は
、み
ん
な
と
マ
ラ
ソ
ン
を
し
ま
し
た
。

言
葉
は
通
じ
な
い
け
ど
み
ん
な
と
一
緒
に
走

り
ま
し
た
。
授
業
中
は
名
前
を
ひ
ら
が
な

で
書
く
練
習
を
し
た
り
し
て
、
静
か
に
し

て
い
ま
し
た
。
いつ
も
通
り
に
六
時
間
目
が

終
わ
り
Ａ
君
は
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　

次
の
日
学
校
へ
行
っ
て
み
る
と
、
Ａ
君
の

姿
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
ど
う
し
た
ん

だ
ろ
う
。」
と
思
っ
て
い
る
と
先
生
が
、

「
昨
日
が
ん
ば
り
す
ぎ
て
、
今
日
は
お
休

み
だ
そ
う
で
す
。
明
日
か
ら
は
、
少
し
ず

つ
日
本
に
慣
れ
る
よ
う
に
他
の
先
生
が
日

本
語
を
教
え
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。」

と
、朝
の
会
で
話
さ
れ
た
時
、ぼ
く
は
「
そ

う
だ
よ
な
あ
。
見
知
ら
ぬ
所
で
お
ど
ろ
く

こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
ろ
う
な
。
今
度
来
た

ら
、
ゆ
っ
く
り
教
え
て
あ
げ
た
方
が
い
い
な

あ
。」
と
思
い
ま
し
た
。

　

次
の
日
Ａ
君
は
、
学
校
に
来
ま
し
た
。

心
配
し
た
け
ど
み
ん
な
と
サ
ッ
カ
ー
や
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
を
し
て
う
れ
し
そ
う
に
遊
び
ま
し

た
。
今
で
は
み
ん
な
の
言
葉
を
ま
ね
し
て
、

「
お
は
よ
う
。
さ
よ
な
ら
。」
も
言
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
の
名
前
も
覚

え
、話
も
少
し
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

何
か
月
か
た
っ
た
今
、
Ａ
君
は
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。
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ま
す
。
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で
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き
ま
す
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く
は
Ａ
君
と
出
会
い
、

国
は
違
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て
も
言
葉
が
わ
か
ら
な
く
て
も
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心
は
通
じ
合
う
も
の
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
Ａ
君
が一
日
も
早
く
日
本

の
生
活
に
慣
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も

応
援
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
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ん
な
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ル
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小こ
い
で出
佳か

奈な
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■深谷市子どもの虐待防止ホットライン（市役所家庭児童相談室内）■深谷市子どもの虐待防止ホットライン（市役所家庭児童相談室内）　　
　虐待が疑われる子どもを見つけた場合は、 ホットライン（☎ 574 － 3000）へご連絡ください。
■L・フォルテ子育て支援軽運動室開放■L・フォルテ子育て支援軽運動室開放
　子育て中のかた、お子さんを一緒に遊ばせたり、情報交換をしたりしませんか？
とき　毎週水曜日午後１時～４時　ところ　Ｌ・フォルテ軽運動室　対象　未就学児とその保護者
問い合わせ　Ｌ・フォルテ（☎573－4761・火曜日休館）へ

■いじめ対策緊急事業「保護者相談電話」（市役所秘書室内）■いじめ対策緊急事業「保護者相談電話」（市役所秘書室内）
開設期間　３月30日㈮まで　問い合わせ　保護者相談電話（フリーダイヤル 0120－97－0207）へ
受け付け　月～金曜日（ただし、祝日を除く）＝午前９時～正午・午後１時～４時30分

＜いつだって、ワタシが主役！あきらめなければ、夢は逃げない＞
　実在するおばあちゃん劇団がモデルのスーパーフィクション！平凡なおばあ
ちゃんたちが、ひょんなことからお芝居をすることになり、幾多の困難を乗り
越えて、劇団を旗揚げするまでを涙あり、笑いありで描いたハートフルな物語。
　淡

あわ

路
じ

恵
けい

子
こ

、風
かざ

見
み

章
あき

子
こ

、馬
ま

渕
ぶち

晴
はる

子
こ

らのベテラン女優陣の円熟した演技が素晴ら
しく、いくつになっても自分らしく輝いて生きていたいと思わせる作品。
　ぜひ、この機会にご覧ください！

と　　き　3月 11日㈰　2回上映
　　　　　【1回目】：午前10時～ ／【2回目】：午後2時～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜上映時間111分＞
出　　演　淡路恵子・西

にし

田
だ

尚
なお

美
み

・風見章子・草
くさ

村
むら

礼
れい

子
こ

・馬渕晴子　ほか
会　　場　Ｌ・フォルテ　軽運動室
鑑 賞 料　無料　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜協力：深谷シネマ＞

申し込み　電話で L・フォルテ（人権政策課男女共同参画係・☎ 573－4761・火曜日休館）へ
※託児があります（2歳以上就学前まで）。ご希望のかたは、お申し込みの際にお伝えください

「ぷりてぃ･ウーマン」



笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市

休日急患の診療

こども夜間診療所

2 月 4日・ 11日・12日・ 18日・25日
診療日

2 月 3日・ 4日・10日・ 11日・12日・17日
18日・24日・ 25日

3 月 4日・ 11日・ 18日・ 21日・25日 3 月 3日・ 4日・10日・ 11日・ 17日・18日
21日・24日・ 25日・ 31日

午前 9 時～正午・午後 2 時～ 5時 診療時間 午後 7時～10 時
内科・小児科・外科 診療科目 小児科・内科
診療場所は、総合健診センター・休日急患診療所（常盤町・☎573－7723）です
※携帯電話から検索できます　 http://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

2223 Fukaya City Public Information,2007.02,Japan

とき 休日診療医院名 問い合わせ
２月４日㈰ 神足眼科医院 ☎ 574 － 6754

　　12日㉁ 吉田眼科医院 ☎ 585 － 2054
※変更になる場合があります　

眼科・耳鼻咽喉科休日診療医院

事業名 実施日時など 対象者など

離乳食教室 ２月 14 日㈬ （受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時） おおむね 3～ 4か月児　※1週間前までに要電話
予約（託児を希望されるかたは予約時にご相談ください）

4か月児健康診査

２月 16 日㈮ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 18 年 ９月 25 日～ 10 月３日生まれ

２月 23 日㈮ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 18 年 10 月 ４ 日～ 10 月 15 日生まれ

３月２日㈮ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 18 年 10 月 16 日～ 10 月 25 日生まれ

1歳 6か月児
健康診査

２月 15 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 17 年 ７月 18 日～ ７月 31 日生まれ

３月１ 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 17 年 ８月  1 日～ ８月 15日生まれ

3歳児健康診査
２月 22 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 15 年 ７月 16 日～ ７月 31 日生まれ

３月８ 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 15 年 ８月  1 日～ ８月 15日生まれ

乳幼児相談 ２月 26 日㈪ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後 1時～ 4時

身長・体重の測定、子育てや栄養に関する相談
※午後は要電話予約

子育ての広場 ２月 26 日㈪ 午前 10 時～午後 4時 子育て中の保護者とお子さん（未就学児）の
交流の場としてお部屋を開放

健康・不妊・
介護・禁煙相談

毎週月～金曜日
（祝日を除く） 午前 8時 30 分～午後 5時 15 分 ※要電話予約

成人健康相談 ２月７日㈬ 午後 1時 30 分～ 2時 30 分 市内にお住まいのかた

老人健康相談 ２月 27 日㈫
　　 28 日㈬

午後 1時 30 分～ 2時 30 分　福寿荘
午後 1時 30 分～ 2時 30 分　仙元荘 市内にお住まいの高齢者

こころの健康相談 ２月 20 日㈫ （受け付け：午後 2時～ 3時 50 分）
精神的不安や対人関係、お酒に関する悩み、心の
病気などや福祉制度などについて相談のあるかた
※要電話予約

ポリオ
２月 20 日㈫

21 日㈬
26 日㈪
27 日㈫

（受け付け：午後１時～２時） 初回：平成 18 年４月１日～ ６月 3 0 日生まれ
追加：平成 18 年１月１日～ ３月 3 1 日生まれ

■会場は深谷市保健センターです

BCG接種 ２月 19 日㈪ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 18 年 10 月 16 日～ 11 月 15 日生まれ

■会場は深谷市保健センターです

●岡部保健センターの保健事業　（☎585― 2214）　岡部福祉健康課

●深谷市保健センターの保健事業　（☎575― 1101）

事業名 実施日時など 対象者など
4か月児健康診査 ２月 27 日㈫　 （受け付け：午後１時～２時） 川本・花園区域の平成 18 年 9月・ 10 月生まれ

３歳児健康診査 ２月 20 日㈫　 （受け付け：午後 1時～ 2時） 川本・花園区域の平成 15 年 ７月・ ８月生まれ

乳幼児相談 ２月 14 日㈬ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後 1時～ 4時

未就学児とその保護者
※午後は要電話予約

子育ての広場 ２月 14 日㈬ 午前 10 時～午後 4時 子育て中の保護者とお子さん（未就学児）の
交流の場としてお部屋を開放

成人健康相談 ２月 14 日㈬ 午後１時 30 分～２時 30 分 市内にお住まいのかた

BCG接種

２月 ８ 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 川本・花園区域の平成 18 年 10 月生まれ■会場は川本保健センターです
３月 ６ 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時） 川本・花園区域の平成 18 年 11 月生まれ■会場は花園保健センターです

事業名 実施日時など 対象者など

離乳食教室 ２月 27 日㈫ （受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時） おおむね 3～ 4か月児　※要電話予約（託児を希望
されるかたは予約時にご相談ください）

1歳 6か月児
健康診査 ２月 28 日㈬ （受け付け：午後１時～２時） 平成 17 年  ６月・ ７月生まれ

乳幼児相談 ２月 19 日㈪ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時 ※午後は要電話予約

子育ての広場 ２月 19 日㈪ 午前 10 時～午後 4 時 子育て中の保護者とお子さん（未就学児）の
交流の場としてお部屋を開放

成人・老人健康相談
３月２日㈮ 午後 1時 30 分～ 2時 30 分

市内にお住まいのかた
■会場は岡部荘（旧岡部町老人福祉センター）です

BCG接種
２月 19 日㈪ （受け付け：午後 1時～ 2時）

平成 18 年 10 月 16 日～ 11 月 15 日生まれ
■会場は深谷市保健センターです

※ 総合健診センター改修工事のため、ポリオ、BCG接種会場は通常と異なりますのでご注意ください

●川本保健センターの保健事業　（☎583― 2532）　川本福祉健康課

●花園保健センターの保健事業　（☎584― 1123）　花園福祉健康課

事業名 実施日時など 対象者など

4か月児健康診査
２月 27 日㈫ （受け付け：午後１時～２時）

川本・花園区域の平成 18 年 9月・ 10 月生まれ
■会場は川本保健センターです

３歳児健康診査 ２月 20 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時）
川本・花園区域の平成 15 年 ７月・ ８月生まれ

■会場は川本保健センターです

乳幼児相談 ２月 13 日㈫ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後 1時～ 4時

未就学児とその保護者　
※午後は要電話予約

子育ての広場 ２月 13 日㈫ 午前 10 時～午後 4時 子育て中の保護者とお子さん（未就学児）の
交流の場としてお部屋を開放

マタニティ教室
２月９日㈮

16 日㈮
24 日㈯

（受け付け：午前 9時 30 分～、24 日㈯
は午前９時 20 分～）

おおむね妊娠中期（16 週～ 27 週）の妊婦と夫、
祖父母　※要電話予約

健康相談 ２月 15 日㈭ 午後 1 時 30 分～ 2時 30 分 市内にお住まいの高齢者■会場は花園荘です

ＢＣＧ接種

２月 ８ 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 花園・川本区域の平成 18 年 10 月生まれ■会場は川本保健センターです
３月 ６ 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時） 花園・川本区域の平成 18 年 11 月生まれ■会場は花園保健センターです

とき 休日診療医院名 問い合わせ

３月４日㈰
正田眼科 ☎ 571 － 1198

仲町診療所 ☎ 571 － 2622



3/7・28
開 催

と　き：3月7日㈬・28日㈬
　　　　午前9時30分～11時30分
ところ：埼玉県農林公園 ( 深谷市本田）
定　員：20人（応募多数の場合は抽選の上、全員に結果を通知します）
対　象：市内在住在勤者
受講料：4,000円　申し込み締め切り：2月21日㈬

講師　遠
えん
藤
どう
 綾
あや
子
こ
 先生

　深谷の春の風物詩、「ふかや花フェスタ」＆「オープンガー
デンフェスタ」（深谷オープンガーデン花仲間）を4月29
日㈷・30日（振り替え休日）の2日間開催します。
　大好評の個人の庭を公開するオープンガーデンのほか、メー
ン会場の深谷城址公園では、市民のガーデニング作品が多数
展示される各種コンテストや、気軽に参加できる各種イベン
トなども企画しています。詳しい内容は、今後の広報でお知
らせします。お楽しみに！

募集点数：50点

募集点数：50点

募集点数：30点
レンガ100個を使ってオリジナルミニガーデン（縦横：120cm以内
高さ：自由）を会場内に制作しオリジナリティー、バランスなどを競います。

縦横70cm以内の壁掛けタイプ。切り花以外で仕立てたものに限ります。

縦横70cm程度で高さは自由。切り花以外で仕立てたものに限ります。

　個性あふれる作品を募集します！優秀作品には賞状と副賞、参加者全員に参加賞を贈呈します。ミニガー
デンコンテスト参加者には、参加者全員にコンテストで使用したレンガ100個をプレゼントします。

メーン会場内（深谷城址公園）でガーデニング関連商品の展示・
販売や地場産品、食品関係などのテント出店者を募集します。
　出店希望者説明会　と　き：2月21日㈬午後1時30分～
　　　　　　　　　　ところ：市民文化会館　第1練習室

募集イベント例：コーラス、ダンス、演舞、弾き語り、和楽器、管弦楽、吹奏楽など

花フェスタにボランティアスタッフとして加わり、会場内の花の
管理やイベント運営のお手伝いをしていただきます。

イベントステージで、パフォーマンスを披露してみませんか。

 ガーデンシティふかや推進室（深谷コミュニティセンター内）、市役所本庁舎総合案内、各総合支所、各公民館、深谷市立図書館、L・フォルテ、パティオ

1回目は植物の配置・配色を学びながらのコンテナづくり、２回目は本格的な
コンテナづくりに挑戦します。　　　　　　　　　　 ※容器はお持ちください

不思議な美しさを持つ多肉植物の寄せ植え教室。毎回人気の教室です。
あなたもチャレンジしてみませんか！

昨年の「競り市」の様子

昨年の会場の様子

講師　星
ほし
野
の
　学
まなぶ
 先生

( 大　扇 )

ハンギングバスケットマスター

と　き：3月13日㈫
　　　　午前9時30分～11時30分
ところ：深谷コミュニティセンター　２階美術工芸室
定　員：20人（応募多数の場合は抽選の上、全員に結果を通知します）
対　象：市内在住在勤者
受講料：2,500円　申し込み締め切り：2月27日㈫

3/13
開 催

■花フェスタ・ガーデニング教室のお申し込み・問い合わせは、電話でガーデンシティふかや推進室（☎ 551-5551)へ
http://www.city.fukaya.saitama.jp/fukayahanaweb/index.htm

ガーデニングボランティアの活動状況や学校などでのガーデニングの取り組みは、ホームページでも紹介しています。


